
は

じ

め

に
か
つ

め
い
せ
ん

余
嘗
学
道
窮
冥
筌

余

嘗
て
道
を
学
ん
で

冥
筌（＝

道
の
深
奥
）を
窮
め

夢
中
往
往
遊
仙
山

夢
中
に
往
往

仙
山
に
遊
ぶ

せ
き
も
ん

（「
下
途
、
石
門
の
旧
居
に
帰
る
」）

李
白
は
深
く
山
を
愛
す
る
人
間
だ
っ
た
。
そ
の
思
い
は
、
し
ば
し
ば
「
夢
想
」
の

中
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
た
。
李
白
の
名
山
め
ぐ
り
の
主
目
的
は
、
近
代
の
登
山
の
ご

と
き
で
は
な
く
、「
仙
を
尋
ね
」
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
李
白
の
山
の
詩
の
多
く
が
、

「
遊
仙
詩
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

中
国
に
存
在
す
る
神
仙
の
山
々
が
体
系
化
さ
れ
た
の
は
、
李
白
の
同
時
代
人
た
る

し
ょ
う
て
い

天
台
山
の
道
士
司
馬
承
禎（
六
四
七
〜
七
三
五
）の
手
に
よ
る
。
彼
は
「
十
大
洞
天
、

三
十
六
小
洞
天
、
七
十
二
福
地
」
を
具
体
的
に
提
示
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る

（「
天
地
宮
府
図
」『
雲
笈
七
籤
』
巻
二
七
）。
こ
の
時
期
、
い
わ
ば
全
国
聖
山
・
聖
地
マ

ッ
プ
の
原
型
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
聖
域
に
は
荘
厳
な
道
観
が
建
て
ら

れ
、
熱
心
な
信
者
を
集
め
、
盛
唐
期
に
道
教
の
宮
観
は
一
六
八
七
に
上
り
、
道
士
の

数
も
万
を
も
っ
て
数
え
た
と

（
１
）

い
う
。
す
な
わ
ち
李
白
の
時
代
、
中
国
人
に
と
っ
て
の

山
は
、
地
上
の
様
々
な
悲
嘆
を
洗
い
去
り
、
自
由
と
解
放
を
得
る
信
仰
の
対
象
と
し

て
、
強
い
関
心
を
引
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

李
白
は
、
こ
う
も
記
す
。

ろ
ぎ
ょ

な
ま
す

此
行
不
為
鱸
魚
膾

此
の
行

鱸
魚
の
膾
の
為
な
ら
ず

せ
ん
ち
ゅ
う

自
愛
名
山
入
�
中

自
ら
名
山
を
愛
し
て
�
中
に
入
る

（「
初
め
て
荊
州
を
下
る
」）

五
嶽
尋
仙
不
辞
遠

五
嶽

仙
を
尋
ね
て

遠
き
を
辞
さ
ず

一
生
好
入
名
山
遊

一
生

好
ん
で
名
山
に
入
っ
て
遊
ぶ

（「
廬
山
謡
、
廬
侍
御
虚
舟
に
寄
す
」）

す
な
わ
ち
李
白
は
、「
名
山
」
巡
り
の
信
奉
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
李
白
は
青
少

年
期
に
郷
里
の
蜀
の
名
山
、
峨
眉
山
・
青
城
山
、
戴
天
山
に
登
っ
て
い
る
ほ
か
、
後

李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩

│
│
自
由
な
魂
へ
の
飛
翔
（
一
）

加

藤

国

安

（
漢
文
学
・
中
国
事
情
研
究
室
）

愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
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に
は
太
山
・
終
南
山
・
太
白
山
・
嵩
山
・
廬
山
・
天
台
山
・
九
華
山
・
王
屋
山
・
黄

山
な
ど
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
小
さ
な
山
々
も
加
え
る
と
、
中
国
の
代
表
的
な

仙
山
を
か
な
り
網
羅
し
て
い
る
。
ま
だ
交
通
も
便
利
で
は
な
か
っ
た
当
時
、
こ
れ
ほ

ど
熱
心
に
「
名
山
」
を
訪
ね
回
っ
た
理
由
だ
が
、
山
に
対
す
る
特
別
な
信
奉
な
し
に

は
到
底
な
し
得
ぬ
所
業
だ
っ
た
。

李
白
は
こ
れ
ら
の
山
々
で
何
を
願
い
夢
想
し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
体
験

を
な
し
た
の
か
。
今
回
、
私
は
た
ま
た
ま
天
台
山（
天
台
山
と
は
一
つ
の
山
系
の
全
体
に

付
け
ら
れ
た
呼
称
）を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
以
下
、
李
白
の
天
台
山
に
焦
点

を
し
ぼ
り
、
さ
ら
に
そ
の
西
北
方
に
位
置
す
る
天
姥
山
も
含
め
て
、
李
白
が
こ
う
し

た
聖
山
に
関
し
て
ど
ん
な
作
品
を
残
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の

（
２
）

信
仰
的
願
望
や
夢

想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
論
述
し
て
み
た
い
。

一

李
白
と
道
教
の
関
わ
り

先
天
元（
七
一
二
）年
、
玄
宗
が
即
位
。
唐
王
朝
の
道
教
崇
拝
熱
を
頂
点
に
ま
で
至

ら
せ
た
こ
の
皇
帝
だ
が
、
天
宝
七
載（
七
四
八
）に
、
茅
山
に
紫
陽
観
を
建
立
。
全
国

の
「
霊
山
・
仙
迹
」
で
の
伐
採
と
狩
猟
を
禁
止
。
道
教
の
聖
地
で
は
む
や
み
な
殺
生

を
禁
止
し
、
動
物
・
植
物
・
神
仙
の
楽
園
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
勅
命
を
出
し
て
い

る
。
ま
た
神
仙
の
居
所
た
る
洞�

天�

の
あ
る
名
山
に
は
、
近
隣
の
民
戸
の
税
役
を
免
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
祠
廟
な
ど
を
建
て
さ
せ
て
も
い
る
。
玄
宗
は
さ
ら
に
前
出
の
天
台
山

の
道
士
司
馬
承
禎
を
二
度
都
に
呼
び
寄
せ
、「
親
し
く
法
�
を
受
け
」（『
旧
唐
書
』
巻

一
九
二

司
馬
承
禎
伝
）た
。
ま
た
彼
の
た
め
に
、
王
屋
山（
今
の
河
南
省
済
源
県
の
西

北
）に
陽
台
観
を
建
て
て
や
り
、
自
ら
そ
の
題
額
を
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
妹

の
玉
真
公
主
を
し
て
司
馬
承
禎
の
道
観
で
「
金
�
斎
」
を
修
め
さ
せ
た
り
し
た
。

そ
の
司
馬
承
禎
に
は
「
坐
忘
論
」「
天
隠
子
」
等
の
著
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ

ま
で
の
道
教
が
煉
丹
・
服
薬
、
ま
た
斎
�
・
祈
祷
中
心
だ
っ
た
も
の
を
、
修
養
を
中

心
と
し
た
も
の
へ
と
転
換
さ
せ
た
道
教
の
理
論
的
変
革
書
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

養
生
者
慎
勿
失
道
、
為
道
者
謹
勿
失
生
。
使
道
与
生
相
守
、
生
与
道
相
保
、

二
者
不
相
離
、
然
後
乃
長
久
。
言
長
久
者
、
得
道
之
質
也
。

生
を
養
う
者
は
慎
ん
で
道
を
失
す
る
勿
か
れ
。
道
を
為
す
者
は
謹
ん
で
生
を

失
す
る
勿
か
れ
。
道
と
生
と
相
守
り
、
生
と
道
を
相
保
ち
、
二
者
を
し
て
相
離

れ
ざ
ら
し
め
て
、
然
る
後
に
乃
ち
長
久
す
。
長
久
と
言
う
は
、
道
の
質
を
得
る

な
り
。

（「
坐
忘
論
」『
全
唐
文
新
編
』
巻
九
二
四

司
馬
承
禎
）

神
仙
之
道
、
以
長
生
為
本
。
長
生
之
要
、
以
養
気
為
先
。

神
仙
の
道
は
、
長
生
を
以
て
本
と
為
す
。
長
生
の
要
は
、
気
を
養
う
を
以
て

先
と
為
す
。

（「
天
隠
子
序
」
同
右
）

こ
う
し
た
考
え
は
道
禅
合
一
の
思
想
を
特
色
と
し
、
司
馬
承
禎
の
弟
子
の
呉
�
の

「
玄
綱
論
」「
神
仙
可
学
論
」
へ
と
引
き
継
が
れ
、
迷
信
的
な
神
秘
色
の
強
い
道
教

信
仰
の
改
善
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

李
白
は
こ
う
し
た
道
教
盛
行
の
時
代
に
生
き
た
の
で
あ
る
。
今
、
李
白
と
道
教
と

の
関
わ
り
を
考
え
る
と
、
五
期
に
分
け
て
概
観
す
る
こ
と
が
で
き

（
３
）

よ
う
。

○
第
一
期
…
蜀
で
の
青
少
年
期（
二
十
五
歳
）ま
で

李
白
は
幼
少
の
頃
か
ら
道
教
の
勉
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

「
五
歳
に
し
て
六�

甲�
（＝

道
教
の
書
）を
誦
ん
ず
」（「
上
安
州
裴
長
史
」）。

や

「
十
五
に
し
て
神
仙
に
遊
び
、
仙
游
し
て
未
だ
曾
て
歇
ま
ず
」

（「
感
興
」
八
首

其
五
）

加

藤

国

安

２



ま
た
少
年
時
代
、
李
白
は
戴
天
山
の
道
士
を
訪
ね
た
り
、
青
城
山
・
峨
眉
山
に
遊

ん
だ
り
し
た
と
い
う
。
青
城
山
は
道
教
の
十
六
洞
天
の
一
つ
で
、
第
五
番
目
に
あ
た

る
。
隋
の
大
業
年
間
に
天
師
洞
が
造
ら
れ
、
唐
代
に
な
っ
て
常
道
観
と
改
め
ら
れ
、

玄
宗
の
開
元
十
一
年
の
詔
書
の
碑
文
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

○
第
二
期
…
開
元
十
三（
七
二
五
）年
の
出
郷（
二
十
五
歳
）〜
天
宝
二（
七
四
三
）

載（
四
十
三
歳
）

李
白
が
一
生
涯
で
交
わ
っ
た
道
士
の
数
は
相
当
数
に
登
る
が
、
そ
の
中
で
も
こ
と

に
重
要
な
三
人
を
選
ぶ
と
す
る
と
、
司
馬
承
禎
・
元
丹
丘
・
賀
知
章
に
な
る
が
、
自

身
の
一
生
を
決
定
づ
け
る
道
士
と
の
出
会
い
は
、
す
べ
て
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

ま
ず
玄
宗
皇
帝
が
深
く
帰
依
し
た
司
馬
承
禎
と
の
遭
遇
だ
が
、
開
元
十
五
年
以
前

の
こ
と
と
さ
れ
て

（
４
）

い
る
。
李
白
は
こ
の
時
の
様
子
を
回
顧
し
て
、「
余（＝

李
白
）、

昔
、
江
陵
に
て
天
台
の
司
馬
子
微
に
見
ゆ
。
余
に
謂
わ
く
、
仙
風
道
骨
有
り
、
神
と

八
極
の
表
に
游
ぶ
べ
し
と
」（
李
白
「
大
鵬
賦
序
」）と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
開
元
十
八

年
以
降
か
ら
始
ま
る
道
士
元
丹
丘
と
の
出
会
い
も
す
こ
ぶ
る
大
き
な
意
味
が
あ
っ

て
ん
り
ん

（
５
）

た
。
李
白
自
身
、
こ
の
元
丹
丘
を
「
吾
、
元
夫
子
と
異
姓
に
し
て
天
倫（
兄
弟
の
意
）

え
い
よ
う

げ
ん
た
ん
き
ゅ
う

わ
い
よ
う

い

た
り
」（「
潁
陽
に
て
元
丹
丘
の
淮
陽
に
之
く
に
別
る
」
詩
）と
呼
び
、
深
く
敬
愛
し
て
い

る
。
彼
と
は
十
数
首
の
詩
の
や
り
と
り
も
あ
る
。
の
ち
元
丹
丘
と
随
州
の
紫
陽
真
人

（
司
馬
承
禎
の
弟
子
で
、
元
丹
丘
の
師
）を
訪
ね
た
り
、
嵩
山
を
訪
ね
た
り
し
て
、
一
時

期
を
と
も
に
過
ご
し
た
人
物
で
あ
る
。
嵩
山
は
、
現
存
す
る
最
古
に
し
て
最
大
の
道

観
で
、「
第
六
小
洞
天
」
に
あ
た
り
、
著
名
な
道
士
・
孫
太
冲
が
こ
こ
の
嵩
陽
観
で

丹
薬
を
ね
り
、
そ
れ
を
玄
宗
に
献
呈
し
た
山
で
あ
る
。

嵩
山
の
あ
る
道
士
に
対
し
て
、
李
白
は
こ
う
詠
ん
で
い
る
。

も

紫
書
儻
可
伝

紫
書（＝

道
教
の
秘
伝
書
）

儻
し
伝
う
べ
く
ん
ば

銘
骨
誓
相
学

骨
に
銘
し
て

誓
っ
て
相
学
ば
ん

（「
嵩
山
焦
煉
師
」）

最
後
に
賀
知
章
だ
が
、
当
時
、「
四
明（
天
台
山
の
北
方
に
あ
る
山
）の
狂
客
」
と
し

て
朝
廷
の
著
名
な
文
人
だ
っ
た
が
、
天
宝
元（
七
四
二
）載
、
長
安
の
紫
極
宮
で
李
白

に
会
っ
た
と
き
に
彼
を
「
謫
仙
人
」
と
呼
び
、
後
に
李
白
が
道
教
に
深
く
帰
依
し
て

い
く
上
で
、
一
定
の
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ご
い
ん

こ
の
ほ
か
も
う
一
人
だ
け
加
え
る
と
、
道
士
呉
�（
？
〜
七
七
八
）な
る
人
物
が
い

せ
ん
ち
ゅ
う

（
６
）

る
。
天
宝
元
載
夏
、
李
白
は
こ
の
呉
�
と
天
台
山
に
ほ
ど
近
い
�
中
（
浙
江
省
曹
娥

じ
ょ
う

江
上
流
�
県
）で
居
を
共
に
し
て
い
る
。

「
天
宝
の
初
、
会
稽
に
客
遊
し
、
道
士
の
呉
�
と
�
渓
に
隠
る
。」

（『
旧
唐
書
』
李
白
伝
）

し
か
し
、
そ
の
最
中
、
一
転
し
て
こ
の
年
の
秋
頃
、
李
白
は
急
に
玄
宗
に
召
し
出

さ
れ
、
呉
�
と
と
も
に
「
奉
詔
供
奉
翰
林
」
の
官
を
得
る
。
こ
れ
は
玉
貞
公
主
や
呉

�
・
元
丹
丘
ら
当
時
の
著
名
な
道
士
の
推
薦
だ
っ
た
と
さ
れ
る（
李
白
の
推
薦
者
に
つ

い
て
は
、
諸
説
が
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
が
、
今
は
こ
の
問
題
に
は
触
れ
な
い
で
お
く
）。

こ
の
呉
�
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
玄
綱
論
」「
神
仙
可
学
論
」
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
心
の
修
養
を
重
ん
じ
た
神
仙
思
想
で
、
そ
れ
ま
で
の
道
教
の
よ
う
に
儀
式
と
し

て
の
祭
祀
や
祈
祷
を
重
ん
ず
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
心
身
の
内
を
純
化
し
修
養
す

る
と
と
も
に
、
自
己
の
罪
や
祖
先
の
罪
の
許
し
を
願
う
こ
と
で
、
死
後
の
魂
が
浄
化

さ
れ
新
た
な
肉
体
が
錬
成
さ
れ
て
仙
人
に
な
れ
る
と
考
え
る
思
想
で
あ
る
。
い
わ
ば

道
禅
合
一
の
祈
り
の
形
態
を
と
り
、
そ
の
最
終
的
な
目
標
、
そ
れ
が
昇
仙
な
の
だ
と

す
る
の
で
あ
る
。
李
白
は
司
馬
承
禎
お
よ
び
そ
の
弟
子
の
呉
�
の
思
想
の
影
響
を
強

く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３

李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩

―
―
自
由
な
魂
へ
の
飛
翔
（
一
）



こ
の
第
二
期
、
李
白
は
多
く
の
遊
仙
詩
を
書
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
明
る
く
快
活

な
内
容
が
特
色
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
小
論
の
対
象
た
る
天
台
山
の
詩
も
二
首
含
ま

れ
て
い
る
。

ど
う
ろ
く

○
第
三
期
…
天
宝
三（
七
四
四
）載
、
道
士
の
資
格（
道
�
）を
授
与（
四
十
四
歳
）〜

天
宝
五
載
。

し
か
し
、
朝
廷
で
の
李
白
の
奔
放
な
振
る
舞
い
は
反
感
を
招
き
、
天
宝
三
載
、
つ

い
に
朝
廷
を
追
放
さ
れ
る
に
至
る
。
李
白
は
失
意
の
日
々
を
過
ご
し
、
杜
甫
や
高
適

ら
と
文
学
論
議
に
ふ
け
る
な
ど
し
て
次
第
に
政
治
か
ら
離
れ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
自

身
の
道
教
信
仰
の
問
題
点
を
も
見
直
す
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
天
宝
五
載
、
名
作

「
夢
に
天
姥
に
遊
ぶ
」
詩
が
誕
生
す
る
の
だ
が
、
こ
の
詩
は
そ
う
し
た
政
治
的
失
意

を
経
験
し
た
李
白
が
、
自
身
の
道
教
信
仰
に
対
す
る
深
い
自
己
変
容
を
反
映
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
宗
教
経
験
が
、
の
ち
の
李
白
の
山
の
詩
を
い
っ
そ
う
深
み

の
あ
る
も
の
に
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
こ
の
天
姥
山（
天
台
山
の
北

方
の
山
）の
詩
は
、
李
白
に
と
っ
て
大
き
な
転
折
点
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
従
来
の
李
白
研
究
は
明
確
な
関
心
を
も
っ
て
捉
え
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

○
第
四
期
…
天
宝
六
載
〜
至
徳
二（
七
五
七
）年
、
李
白（
五
十
七
歳
）大
逆
罪
に
問

わ
れ
る
。

以
後
、
李
白
の
遊
仙
詩
は
し
だ
い
に
円
熟
期
を
迎
え
る
。
こ
の
第
四
期
、
李
白

ぼ
っ

か

は
、「
独
り
敬
亭
山
に
登
る
」「
天
門
山
を
望
む
」「
木
瓜
山
を
望
む
」（
以
上
、
天
宝

十
三
載

七
五
四

五
十
四
歳
）、「
夏
日
山
中
」「
山
中
に
て
俗
人
に
答
う
」「
山
中
に

て
幽
人
と
対
酌
す
」「
友
人
と
会
宿
す
」（
以
上
、
至
徳
元
載

七
五
六
）な
ど
の
名
山

の
詩
群
を
も
の
す
る
よ
う
に
な
る
。

○
第
五
期
…
至
徳
二（
七
五
七
）年
〜
宝
応
元（
七
六
二
）年
死（
六
十
二
歳
）

政
治
的
な
挫
折
が
李
白
を
強
く
打
ち
の
め
し
た
時
期
。
李
白
は
、
己
が
神
仙
で
も

な
け
れ
ば
、
ま
た
神
仙
に
な
る
こ
と
も
で
き
ぬ
こ
と
を
悟
る
。

以
上
の
よ
う
な
概
観
を
も
と
に
、
李
白
の
遊
仙
詩
が
天
台
山
と
ど
う
関
わ
る
の

か
。
ま
た
彼
が
、
天
台
山
で
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
経
験
を
経
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ

て
い
こ
う
。二

李
白
の
遊
仙
詩
の
高
ま
り

李
白
の
遊
仙
詩
の
転
折
点
と
な
っ
た
、
第
三
期
の
「
夢
に
天
姥
に
遊
ぶ
」
詩
を
書

く
前
、
李
白
は
ど
ん
な
遊
仙
詩
を
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
二
期
の

内
容
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
ま
ず
こ
れ
を
確
認
し
た
い
。
李
白
の
生
涯
に
お
け
る

最
も
重
要
な
友
人
の
一
人
、
そ
れ
が
元
丹
丘
で
あ
る
。
彼
は
開
元
二
十（
七
三
二
）年

頃
か
ら
、
嵩
山
で
修
行
を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
彼
の
様
子
を
詠
ん
だ
詩
に
、
次
の
も

の
が
あ
る
。

げ
ん
た
ん
き
ゅ
う

「
元
丹
丘
歌
」

「
元
丹
丘
の
歌
」

元
丹
丘

元
丹
丘
は

愛
神
仙

神
仙
を
愛
すえい

せ
ん

朝
飲
潁
川
之
清
流

朝
に
は

潁
川
の
清
流
を
飲
み

す
う
し
ん

か
え

暮
還
嵩
岑
之
紫
煙

暮
に
は

嵩
岑
の
紫
煙
に
還
る

と
こ
し
え

三
十
六
峰
長
周
旋

三
十
六
峰

長
に
周
旋
す

長
周
旋

長
に
周
旋
し

せ
い
こ
う

ふ

躡
星
虹

星
虹
を
躡
む

の

身
騎
飛
龍
耳
生
風

身
は
飛
龍
に
騎
り

耳
に
は
風
を
生
じ

加

藤

国

安

４



横
河
跨
海
与
天
通

河
を
横
ぎ
り

海
を
跨
い
で

天
と
通
ず

我
知
爾
遊
心
無
窮

我
知
る

爾
が
遊
心
の
窮
ま
り
無
き
を

制
作
年
代
は
、
開
元
十
九
年（
七
三
一

安
旗
説
）、
開
元
二
十
二
年（
七
三
四

�
�

説
）、
天
宝
九
載（
七
五
〇

黄
錫
珪
説
）の
三
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
二
者
の
範

囲
で
幅
を
も
っ
て
見
て
お
く
。
こ
の
頃
、
元
丹
丘
は
嵩
山
に
隠
棲
し
て
い
た
。
嵩
山

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
第
六
小
洞
天
」
に
あ
た
る
。
李
白
は
こ
の
元
丹
丘
を
〈
異

て
ん
り
ん

姓
の
天
倫（
兄
弟
の
意
）〉（
前
掲
詩
）と
呼
び
、
深
く
敬
愛
し
て
い
た
。
両
者
の
交
流
に

つ
い
て
は
、
李
白
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
郁
賢
皓
氏
に
詳
細
な
報
告
が

（
７
）

あ
る
の
で

省
略
す
る
が
、
氏
は
そ
の
結
論
と
し
て
「
以
上
、
総
ず
る
に
、
元
丹
丘
と
の
交
遊

は
、
ほ
と
ん
ど
李
白
の
一
生
を
貫
く
も
の
だ
っ
た
。
…
元
丹
丘
は
疑
い
も
な
く
李
白

の
も
っ
と
も
親
密
な
友
だ
っ
た
。
李
白
の
道
教
思
想
、
放
胆
な
生
活
は
、
す
べ
て
彼

の
影
響
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

本
詩
は
、
そ
う
し
た
元
丹
丘
を
李
白
が
ど
う
見
て
い
た
の
か
を
知
る
重
要
な
作
品

で
あ
る
。
右
の
詩
中
の
元
丹
丘
は
、
さ
な
が
ら
宇
宙
の
遊
泳
者
の
ご
と
き
で
あ
る
。

彼
の
高
め
ら
れ
た
魂
の
状
態
は
、
い
と
も
容
易
に
自
身
の
重
さ
を
脱
ぎ
捨
て
る
か
の

よ
う
だ
。
無
垢
な
魂
は
夢
想
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
神
仙
の
魅
力
を
増
幅
し
て
捉
え

さ
せ
る
。
人
は
日
常
の
重
さ
の
ゆ
え
に
、
夢
で
鳥
の
よ
う
に
軽
や
か
に
飛
ぼ
う
と
す

る
。
李
白
に
は
こ
の
種
の
浮
遊
感
覚
へ
の
あ
こ
が
れ
が
と
て
も
強
い
が
、
そ
れ
は
元

丹
丘
か
ら
の
顕
著
な
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
自
由
な
浮
遊
感
覚
を
描
い
た
彼
の
作
品

の
中
で
も
、
本
詩
が
こ
と
に
印
象
的
な
の
は
、
生
き
た
仙
人
た
る
元
丹
丘
と
の
濃
密

な
交
わ
り
よ
り
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

げ
ん
た
ん
き
ゅ
う

ざ

「
観
元
丹
丘
坐
巫
山
屏
風
」

「
元
丹
丘
の
巫
山
の
屏
風
に
坐
す
る
を
観
る
」

さ
ん
き
ょ
う

ふ
ざ
ん

昔
遊
三
峡
見
巫
山

昔

三
峡
に
遊
び

巫
山
を
見
る

え
が

あ
た
か

見
画
巫
山
宛
相
似

巫
山
を
画
く
を
見
る
に

宛
も
相
似
た
り

て
ん
ぺ
ん

疑
是
天
辺
十
二
峰

疑
う
ら
く
は
是
れ

天
辺
の
十
二
峰

さ
い
へ
い

う
ち

飛
入
君
家
彩
屏
裏

飛
び
て
入
る

君
が
家
の
彩
屏
の
裏

…

…
こ
う
と
う

し
せ
き

高
唐
咫
尺
如
千
里

高
唐

咫
尺

千
里
の
如
く

す
い
へ
い

た
ん
が
い

さ
ん

き

翠
屏
丹
崖
燦
如
綺

翠
屏

丹
崖

燦
と
し
て
綺
の
如
し

そ
う
そ
う

え
ん
じ
ゅ

け
い
も
ん

蒼
蒼
遠
樹
囲
荊
門

蒼
蒼
た
る
遠
樹

荊
門
を
囲
み

れ
き
れ
き

こ
う
し
ゅ
う

は
す
い

う
か

歴
歴
行
舟
泛
巴
水

歴
歴
た
る
行
舟

巴
水
に
泛
ぶ

…

…

め
ん
ば
く

使
人
対
此
心
緬



人
を
し
て
此
に
対
し

心

緬


た
ら
し
め

す
う
き
ゅ
う

さ
い
う
ん

疑
入
嵩
丘
夢
綵
雲

疑
う
は

嵩
丘
に
入
り

綵
雲
に
夢
む
か
と

開
元
二
十
四
年（
李
白
三
十
六
歳
）の
作
。
元
丹
丘
の
屏
風
絵
の
中
の
巫
山
を
見
て

い
た
ら
、
屏
風
の
中
へ
神
仙
の
世
界
が
突
然
飛
ん
で
き
て
、
そ
れ
が
李
白
の
前
に
現

前
し
、
さ
な
が
ら
本
物
の
山
に
遊
ん
で
い
る
心
地
に
な
り
、
ふ
と
気
づ
け
ば
高
い
山

に
入
り
夢
で
も
見
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
李
白
の
浪
漫
的
で
明
朗
な
精
神
が

端
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
朝
廷
に
出
仕
す
る
頃
ま
で
の
彼
の
道
教
詩
は
、
こ
の
よ

う
な
調
子
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
後
の
「
夢
に
天
姥
に
遊
び
吟
じ
て
留
別
す
」
詩
と
発
想
・
構
成
等

が
よ
く
類
し
、
そ
の
雛
形
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
書
か
れ
て
い
る
。

た
い
ざ
ん

「
遊
太
山
」

「
太
山
に
遊
ぶ
」

其
一

四
月
上
太
山

四
月

太
山
に
上
るぎょ

ど
う

石
平
御
道
開

石
平
か
に
し
て

御
道
開
く

…

…

ぜ
っ
け
ん

そ
そ

飛
流
灑
絶
�

飛
流

絶
�
に
灑
ぎ

５

李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩

―
―
自
由
な
魂
へ
の
飛
翔
（
一
）



し
ょ
う
せ
い

水
急
松
声
哀

水
急
に
し
て

松
声
哀
し

が
く
し
ょ
う

北
眺
�
嶂
奇

北
の
か
た
眺
む
れ
ば

�
嶂
奇
な
り

け
い
が
い

く
だ

傾
崖
向
東
摧

傾
崖

東
に
向
か
っ
て
摧
く

ど
う
も
ん

せ
き
せ
ん

洞
門
閉
石
扇

洞
門

石
扇
を
閉
じ

う
ん
ら
い

地
底
興
雲
雷

地
底

雲
雷
を
興
すほう

え
い

登
高
望
蓬
瀛

高
き
に
登
っ
て

蓬
瀛
を
望
み

そ
う
ぞ
う

き
ん
ろ
く
だ
い

想
象
金
�
台

想
象
す

金
�
台

…

…

玉
女
四
五
人

玉
女

四
五
人

ひ
ょ
う
よ
う

き
ゅ
う
が
い

飄
�
下
九
垓

飄
�
と
し
て

九
垓
よ
り
下
る

そ
し
ゅ

含
笑
引
素
手

笑
み
を
含
み

素
手
を
引
き

り
ゅ
う
か

お
く

遺
我
流
霞
盃

我
に
流
霞
の
盃
を
遺
る

…

…
け
い
し
ゅ

こ
れ

稽
首
再
拝
之

稽
首
し
て

之
を
再
拝
す

み
ず
か

は

自
愧
非
仙
才

自
ら
仙
才
に
非
ざ
る
を
愧
ず

こ
う
ぜ
ん

し
ょ
う

昿
然
小
宇
宙

昿
然
と
し
て

宇
宙
を
小
と
し

棄
世
何
悠
哉

世
を
棄
つ
る
こ
と

何
ぞ
悠
な
る
哉

も
と

本
詩
の
題
下
に
は
、「
天
宝
元（
七
四
二
）年
四
月
、
故
の
御
道
よ
り
太
山
に
上
る
」

と
記
さ
れ
る
か
ら
、
李
白
四
十
二
歳
の
作
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
李
白
が
玄
宗

じ

え
い

ぎ
ょ
く
し
ん
こ
う
し
ゅ

げ
ん
た
ん
き
ゅ
う

ご
い
ん

皇
帝
の
妹
の
持
盈
法
師（
玉
真
公
主
）、
さ
ら
に
は
親
友
元
丹
丘
や
道
士
呉
�
ら
の

推
薦
に
よ
り
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
玄
宗
皇
帝
の
そ
ば
に
仕
え
た
年
の
作
で
あ
り
、
い

わ
ば
李
白
の
得
意
の
時
の
詩
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
太
山
は
、
第
二
の
小
洞
天
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

其
一
の
一
部
を
訳
出
す
れ
ば
、
―
―
神
仙
の
世
界
に
通
ず
る
洞
窟
の
入
り
口
は
、

石
の
扉
が
し
っ
か
り
閉
め
ら
れ
、
地
底
で
は
雷
の
よ
う
な
音
が
と
ど
ろ
く
。
高
い
所

え
い
し
ゅ
う

き
ん
ろ
く
だ
い

に
登
り
蓬
莱
・
瀛
州
を
眺
め
れ
ば
、
天
帝
が
詔
書
を
発
行
す
る
金
�
台
が
目
に
浮

か
ぶ
。
…
玉
女
が
四
五
人
、
ひ
ら
り
ひ
ら
り
高
い
天
か
ら
下
り
て
き
て
、
に
っ
こ
り

微
笑
み
な
が
ら
白
い
手
を
差
し
伸
べ
て
、
余
に
仙
人
が
飲
む
「
流
霞
」
の
盃
を
送
り

た
も
う
。
…
頭
を
し
ば
ら
く
地
面
に
こ
す
り
つ
け
て
再
拝
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
我

な
が
ら
神
仙
の
才
な
き
が
恥
ず
か
し
い
。
広
々
と
し
た
心
持
ち
に
な
っ
て
み
る
と
、

宇
宙
も
小
さ
い
も
の
よ
。
世
間
を
見
捨
て
れ
ば
、
何
と
心
が
の
ん
び
り
す
る
こ
と

か
。
―
―

本
詩
の
構
成
は
、
か
つ
て
玄
宗
が
封
禅
の
儀
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
開
元
十

ど
う
も
ん

せ
き
せ
ん

三（
七
二
五
）年
、
太
山
に
登
山
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
洞
門

石
扇
を
閉
じ
」
と
い

う
洞
府
の
扉
の
こ
と
、
ま
た
天
上
の
華
や
か
な
世
界
な
ど
が
綴
ら
れ
、
最
後
に
世
俗

を
離
れ
た
い
と
い
う
願
い
で
締
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
後
述
す
る
「
夢

に
天
姥
に
遊
ぶ
」
詩
と
同
じ
構
成
を
な
す
。

其
四

か
い
し
ょ
く

え
ん
ざ
ん

海
色
動
遠
山

海
色

遠
山
に
動
き

て
ん
け
い

す
で

ま

天
鶏
已
先
鳴

天
鶏

已
に
先
ず
鳴
く

ぎ
ん
だ
い

と
う
け
い

銀
台
出
倒
景

銀
台

倒
景
に
出
で

は
く
ろ
う

ち
ょ
う
げ
い

白
浪
翻
長
鯨

白
浪

長
鯨
を
翻
す

夜
明
け
、
海
の
光
が
遠
く
の
山
に
か
げ
ろ
い
、
伝
説
の
「
天
鶏
」
が
も
う
日
の
出

の
と
き
を
告
げ
て
い
る
。
銀
の
楼
台
が
さ
か
さ
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
水
に
映
っ
た

影
。
白
い
波
が
さ
か
ま
き
、
大
き
な
鯨
を
ひ
る
が
え
す
。
―
―
幻
想
的
な
神
仙
世
界

は
、
俗
人
を
こ
ば
む
か
の
よ
う
に
暗
号
め
い
て
感
じ
ら
れ
る
。
そ
ん
な
世
界
に
ひ
た

り
、
静
か
に
満
ち
て
い
く
李
白
の
心
の
世
界
。
脳
の
襞
に
鮮
や
か
に
生
み
出
さ
れ

る
、
個
性
的
な
詩
想
に
よ
る
神
仙
へ
の
憧
憬
。
錬
成
術
よ
り
も
よ
り
精
神
的
な
道
程

を
重
ん
ず
る
姿
勢
、
そ
れ
が
李
白
の
道
教
詩
の
一
本
質
で
あ
る
。
こ
こ
に
司
馬
承
禎
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や
呉
�
の
思
想
と
の
関
連
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
本
詩
も
ま
た
、「
天
姥

て
ん
け
い

に
遊
ぶ
」
詩
の
「
半
壁

海
日
を
見
／
空
中

天
鶏
を
聞
く
」
云
々
と
い
う
句
に
繋

が
っ
て
い
く
。

其
六

せ
い
せ
ん

ろ
う

挙
手
弄
清
浅

手
を
挙
げ
て

清
浅
を
弄
し

よ

は
た

誤
攀
織
女
機

誤
っ
て
攀
ず

織
女
の
機

め
い
し
ん

そ
ぞ

明
晨
坐
相
失

明
晨

坐
ろ
に
相
失
い

ご
う
ん

但
見
五
雲
飛

但
だ
見
る

五
雲
の
飛
ぶ
を

手
を
挙
げ
て
清
く
浅
い
天
の
川
の
流
れ
を
も
て
あ
そ
ん
だ
り
、
あ
や
ま
っ
て
天
に

か
か
る
織
り
姫
の
機
を
引
き
寄
せ
た
り
。
明
く
る
朝
、
昨
夜
の
眺
め
は
消
え
失
せ

て
、
た
だ
五
色
の
雲
が
飛
ぶ
の
を
見
る
ば
か
り
。
―
―
李
白
に
は
も
は
や
、
天
上
世

界
は
は
る
か
な
果
て
の
空
間
に
で
は
な
く
、
指
の
ほ
ん
の
先
っ
ぽ
に
あ
る
も
の
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
間
近
な
リ
ア
リ
テ
ィ
！
心
を
と
き
め
か
せ
る
李
白
の
歓
喜
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
翌
朝
、
は
か
な
く
も
消
え
て
し
ま
う
。

神
仙
世
界
の
謎
め
い
た
秘
密
を
時
の
残
骸
の
う
ち
に
残
し
て
…
。
い
つ
も
大
切
な
真

実
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
秘
密
の
う
ち
に
過
ぎ
去
っ
て
い
く
も
の
な
の
だ
。

た

ち
な
み
に
、
本
詩
の
夢
か
ら
覚
め
る
場
面
は
、「
天
姥
に
遊
ぶ
」
詩
の
「
惟
だ
覚
む

こ
う
ら
い

る
時
の
枕
席
の
／
向
来
の
煙
霞
を
失
う
を
」
と
い
う
表
現
に
繋
が
っ
て
い
く
。

三

李
白
の
天
台
山
詩
―
仙
界
へ
の
祈
り
と
夢

で
は
、
李
白
は
天
台
山
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
を
考
察
し
て
み

よ
う
。
天
宝
元（
七
四
二
）載
、
李
白
出
仕
の
頃
の
作
品
と
さ
れ
る
も
の
に
、
次
の
よ

う
な
天
台
山
詩
の
名
作
が
あ
る
。

て
ん
だ
い
ぎ
ょ
う
ぼ
う

「
天
台
曉
望
」

「
天
台
曉
望
」

し
め
い

０１
天
台
隣
四
明

天
台

四
明
に
隣
し

か
ち
ょ
う

ひ
ゃ
く
え
つ

０２
華
頂
高
百
越

華
頂

百
越
に
高
し

し
る

せ
き
じ
ょ
う

０３
門
標
赤
城
霞

門
は
標
す

赤
城
の
霞

や
ど

そ
う
と
う

０４
楼
棲
滄
島
月

楼
は
棲
す

滄
島
の
月

よ

０５
憑
高
登
遠
覧

高
き
に
憑
り

登
っ
て
遠
覧
せ
ば

め
い
ぼ
つ

０６
直
下
見
溟
渤

直
ち
に
下
に

溟
渤
を
見
ん

０７
雲
垂
大
鵬
翻

雲
垂
れ
て

大
鵬
翻
り

き
ょ
ご
う

０８
波
動
巨
鼇
没

波
動
き
て

巨
鼇
没
す

き
ょ
う
よ
う

０９
風
潮
争
洶
湧

風
潮

争
い
て
洶
湧
し

き
ゅ
う
こ
つ

１０
神
怪
何
翕
忽

神
怪

何
ぞ
翕
忽
た
る

あ
と

げ
い

１１
観
奇
跡
無
倪

奇
を
観
て

跡

倪
無
く

や

１２
好
道
心
不
歇

道
を
好
み
て

心

歇
ま
ず

え
だ

よ

し
ゅ
じ
つ

１３
攀
條
摘
朱
実

條
に
攀
ぢ
て

朱
実
を
摘
み

き
ん
こ
つ

１４
服
薬
錬
金
骨

薬
を
服
し

金
骨
を
錬
る

１５
安
得
生
羽
毛

安
ん
ぞ
得
ん

羽
毛
を
生
じ

せ
ん
し
ゅ
ん

ほ
う
け
つ

１６
千
春
臥
蓬
闕

千
春

蓬
闕
に
臥
す
を

天
宝
元
載
と
い
え
ば
、
李
白
が
念
願
か
な
い
玄
宗
に
召
し
出
さ
れ
、「
奉
詔
供
奉

翰
林
」
の
官
を
得
た
年
で
あ
る
。
玉
貞
公
主
や
呉
�
・
元
丹
丘
ら
当
時
の
著
名
な
道

士
の
推
薦
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
李
白
は
そ
れ
ほ
ど
す
で
に
道
教
に
つ
い
て
深
い

理
解
を
も
っ
て
い
た
。
右
詩
は
、
そ
の
道
家
思
想
を
ベ
ー
ス
に
天
台
へ
の
思
い
を
詠

ん
だ
詩
で
あ
る
。

話
は
横
道
に
そ
れ
る
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
天
台
山
は
、
比
叡
山
に
天
台
宗
を
開

い
た
最
澄
が
入
唐
求
法
し
た
仏
教
の
聖
地
と
い
う
認
識
が
強
い
。
が
、
こ
の
山
が
天

ち

ぎ

台
宗
の
聖
地
と
な
っ
た
の
は
、
開
祖
智
�（
尊
号
・
天
台
大
師

五
三
八
〜
九
七
）が
入

７

李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩

―
―
自
由
な
魂
へ
の
飛
翔
（
一
）



寂
し
た
後
、
隋
の
開
皇
十
八（
五
九
八
）年
、
晋
王
公（
の
ち
の
煬
帝
）が
彼
の
た
め
に
国

清
寺
を
建
立
し
、
天
台
宗
の
根
本
道
場
と
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の

天
台
山
は
、
む
し
ろ
神
仙
の
聖
山
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。

と
う
し
ん

こ
が
い
し

た
と
え
ば
、
東
晋
の
顧
�
之
の
著
し
た
『
啓
蒙
記
』
の
注
釈
書
と
思
わ
れ
る
「
啓

蒙
記
注
」
に
は
、

は
く
ど
う
ゆ
う

れ
い
せ
ん

し

し

う

晋
の
隠
士
の
白
道
猷
は
之
を
過
ぎ
る
を
得
て
、
醴
泉
・
紫
芝
・
霊
薬
を
獲
る
。

（『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
「
天
台
山
」）

ま
た
南
朝
の
宋
代
に
「
異
苑
」
に
は
、

か
い
け
い

か
え
ん

ゆ
る
が

会
稽
の
天
台
山
は
遐
遠
に
し
て
、
生
を
忽
せ
に
し
形
を
忘
る
る
に
非
ざ
る
よ

の
ぼ

り
は
、
躋
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
な
り
。（『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
）

ま
た
撰
者
名
な
ど
詳
し
く
は
不
明
だ
が
、「
名
山
略
記
」
に
は
、

せ
ん

し
ゅ
う
せ
い

か
つ
せ
ん
こ
う

天
台
山
は
�
県
に
在
り
。
即
ち
是
れ
衆
聖
の
降
る
所
に
し
て
、
葛
仙
公
の
山

な
り
。（『
芸
文
類
聚
』
巻
七
）

か
つ
げ
ん

な
ど
と
記
さ
れ
る
。
葛
仙
公
と
は
、
呉
の
仙
人
葛
玄（
大
葛
仙
公
）と
そ
の
姪
孫
の
東

か
つ
こ
う

晋
の
葛
洪（
小
葛
仙
公

二
八
四
〜
三
六
四
）の
こ
と
。
こ
の
よ
う
に
、
元
来
、
神
仙
色

の
濃
か
っ
た
天
台
山
だ
が
、
こ
れ
に
老
荘
や
仏
教
を
融
合
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
普
及
さ

そ
ん
し
ゃ
く

せ
た
の
が
、
東
晋
の
孫
綽
（
三
一
〇
？
〜
三
六
七
？
）の
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」（
梁
・

昭
明
太
子
撰
『
文
選
』
所
収
）で

（
８
）

あ
る
。
も
と
も
と
道
教
の
聖
地
だ
っ
た
所
に
仏
教
が

入
っ
て
く
る
と
い
う
事
例
は
、
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
吉
川
忠
夫
氏
も

「
仏
教
は
、
他
の
地
域
に
お
い
て
も
往
々
に
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ

も
は
道
教
の
聖
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
修
行
の
場
を
求
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
る
通
り
で

（
９
）

あ
る
。

り
し
ゅ
う
か
ん

と
こ
ろ
で
、
そ
の
李
周
翰
注
に
引
く
『
晋
書
』
に
よ
れ
ば
、
孫
綽
は
実
際
に
天

台
山
に
登
っ
て
こ
の
賦
を
書
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
図
を
描
か
せ
て
そ
れ
を
見
て

の
作
だ
と
記
す
。
中
国
詩
史
上
、
初
期
の
遊
仙
詩
と
し
て
有
名
な
「
天
台
山
に
遊
ぶ

賦
」
は
、
じ
つ
は
そ
の
地
図
を
見
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
て
描
か
れ
た
文
学
作
品

と
も
さ
れ
る
。
今
は
孫
綽
「
天
台
山
賦
」
に
つ
い
て
語
る
余
裕
は
な
い
が
、
の
ち
に

宋
・
李
庚
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
る
『
天
台
集
』
の
天
台
山
詠
を
概
観
す

（
１０
）

る
と
、
こ
の

孫
綽
の
文
学
作
品
「
天
台
山
賦
」
を
基
本
的
に
継
承
す
る
形
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
。
李
白
の
敬
愛
し
た
孟
浩
然
の
天
台
山
詩
し

（
１１
）

か
り
、
李
白
の
本
詩
も
ま
た
し

か
り
で
あ
る
。

以
下
、
少
し
ず
つ
分
け
て
見
て
い
こ
う
。
０１
〜
０２
「
か
の
天
台
山
は
四
明
山
の
南

西
に
位
置
す
る
山
、
そ
の
最
高
峰
た
る
華
頂
峰
は
、
南
方
百
越
の
地
に
高
々
と
」。

李
白
は
仙
境
天
台
山
の
華
頂
峰
を
窮
め
、
そ
こ
か
ら
天
地
を
遠
望
す
る
。
そ
の
眺
望

は
さ
な
が
ら
夢
の
よ
う
な
景
色
だ
っ
た
。
こ
の
雄
大
な
眺
望
が
、
ま
す
ま
す
聖
地
と

し
て
の
思
い
を
高
め
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

０３
〜
０４
「
入
り
口
に
そ
び
ゆ
る
赤
城
山
、
そ
の
霞
は
さ
も
門
標
の
よ
う
。
高
い
楼

閣
に
宿
る
月
の
光
、
そ
れ
は
か
の
仙
境
滄
洲
に
照
る
か
の
よ
う
」。
今
回
、
筆
者
も

は
じ
め
て
天
台
山
に
登
っ
て
み
た
が
、
赤
城
山
は
天
台
山
の
入
り
口
に
そ
び
え
、
そ

の
赤
い
岩
肌
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
孫
綽
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」
に
は
、「
赤

城
は
霞
起
こ
り
て
標
建
つ
」
と
あ
り
、
ま
た
李
善
注
に
引
く
「
天
台
山
図
」
に
は
、

「
赤
城
山
は
、
天
台
の
南
門
な
り
」
と
記
さ
れ
る
。
孔
霊
府（
？
〜
四
六
五
）『
会
稽

記
』（『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
「
天
台
山
」）に
は
、「
赤
城
山
の
内
に
は
則
ち
天
台
の
霊
嶽

の
玉
室
・
�
台
有
り
」
と
あ
り
、
古
く
よ
り
道
教
の
聖
地
だ
っ
た
。
司
馬
承
禎
の

「
天
地
宮
府
図
」
で
は
、「
十
大
洞
天
」
の
第
六
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
重
要

な
山
で
あ
る
。
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赤
城
山
は
標
高
四
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
山
頂
に
は
仏
塔
が
天
に
す
っ
く
と
そ
び

え
建
っ
て
お
り
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
眺
め
だ
っ
た
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
梁
の
昭
明

太
子
蕭
統
の
妃
が
建
立
し
た
と
さ
れ
、「
梁
妃
塔
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
山
中
に

は
香
雲
洞
、
瑞
霞
洞
、
華
陽
洞
な
ど
が
あ
り
、
前
述
し
た
呉
の
仙
人
葛
玄
や
ま
た
唐

の
高
僧
湛
然
の
修
行
の
地
で
も
あ
る
。
天
台
山
に
入
る
に
は
、
ま
ず
こ
の
赤
城
山
を

通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
山
道
を
登
り
、
し
だ
い
に
深
山
幽
谷
の

奥
へ
と
進
ん
で
い
く
と
、
そ
の
頂
上
が
華
頂
峰
で
標
高
千
百
三
十
八
メ
ー
ト
ル
あ

る
。
頂
上
に
は
拝
経
台
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
と
さ
れ
る
。
ま

た
そ
こ
か
ら
数
百
歩
先
に
は
、「
太
白
読
書
堂
」
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
い
ず
れ
も
悪

天
候
の
た
め
今
回
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

０５
〜
０６
「
高
い
と
こ
ろ
に
登
り
は
る
か
に
遠
望
す
れ
ば
、
真
下
に
見
お
ろ
す
は

広
々
と
し
た
大
海
よ
」。
頂
上
を
極
め
れ
ば
、
眼
下
に
は
絶
景
を
見
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
溟
渤
」
の
描
写
だ
が
、
孫
綽
「
天
台
山
賦
」
序

わ
た

の
「
海
を
渉
れ
ば
則
ち
方
丈
・
蓬
莱
有
り
」
を
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
、
文
字
通
り

大
海
を
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
意
識
の
中
で
の
想
像
的
な
風
景
と
い
え
る
。
実
際
に

大
海
が
見
え
た
か
ど
う
か
は
、
李
白
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
う
。
こ
れ
は
「
天
台
山
」
と
は
、
そ
の
頂
か
ら
東
海
が
見
下
ろ
せ
る
山
な
の
だ

と
い
う
、
一
つ
の
ト
ポ
ス（
定
型
）表
現
な
の
で
あ
り
、
黙
契
的
文
化
記
号
な
の
で
あ

る
。
天
台
山
の
頂
上
と
い
っ
た
だ
け
で
、
脳
裏
に
大
海
を
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
孫
綽
「
天
台
山
賦
」
以
来
の
文
学
的
因
襲
な
の
で
あ

る
。そ

の
大
海
の
描
写
は
次
の
通
り
。
０７
〜
１０
「
そ
こ
に
ひ
る
が
え
る
は
、
大
き
な
翼

の
大
鵬
。
揺
れ
る
波
の
中
に
は
、
巨
大
な
す
っ
ぼ
ん
。
大
風
に
吹
か
れ
る
潮
は
、
争

う
よ
う
に
湧
き
あ
が
り
、
摩
訶
不
思
議
な
こ
と
が
た
ち
ま
ち
生
じ
行
く
」。
海
上
の

夢
幻
の
眺
め
が
、
李
白
の
意
識
の
中
で
め
く
る
め
く
。
そ
れ
は
彼
の
心
身
を
浄
化

し
、
仙
界
へ
と
飛
翔
さ
せ
る
条
件
を
と
と
の
え
て
い
く
。

か
く
て
李
白
の
思
い
は
、
い
よ
い
よ
神
仙
世
界
に
自
由
に
は
ば
た
き
出
す
。
１１
〜

１２
「
こ
の
よ
う
に
奇
怪
な
こ
と
見
て
、
わ
が
思
い
は
果
て
し
な
く
、
ま
た
道
を
好
ん

で
、
わ
が
心
は
や
ま
ず
」。
今
、
李
白
の
胸
は
世
俗
を
離
れ
、
神
仙
世
界
へ
と
深
く

分
け
入
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
詩
は
最
後
の
場
面
を
迎
え
る
。
１３
〜
１６
「
仙
境
に
育
つ
玉
の
樹
に
登

り
、
そ
の
朱
の
実
を
摘
ん
で
食
べ
、
ま
た
仙
人
に
な
る
薬
を
服
用
し
、
金
骨
を
錬
っ

て
強
堅
の
身
を
保
持
せ
ん
。
ど
う
に
か
し
て
体
に
羽
毛
が
生
え
て
、
自
由
に
空
を
飛

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
千
年
も
生
き
、
蓬
莱
山
の
仙
宮
に
起
き
臥
し
す
る
身
に
な
り
た

し
」
と
、
仙
人
に
な
る
た
め
の
薬
を
服
用
し
て
昇
仙
せ
ん
と
の
願
望
が
述
べ
ら
れ

て
、
本
詩
は
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
詩
は
、
天
台
山
と
い
う
聖
山
を
想
像
豊

か
に
詠
ん
だ
孫
綽
「
天
台
山
賦
」
を
底
流
に
、
孟
浩
然
の
一
連
の
天
台
山
詩（
別
稿

で
論
ず
る
）な
ど
を
も
踏
ま
え
て
、
李
白
の
仙
人
へ
の
渇
仰
や
夢
想
を
天
台
地
方
の
雄

偉
な
風
光
と
と
も
に
お
お
ら
か
に
詠
じ
た
も
の
と
い
え
る
。

同
じ
く
天
宝
元
載（
七
四
二
）、
李
白
は
天
台
山
の
北
東
に
あ
る
四
明
山
の
詩
も
詠

ん
で
い
る
。

か
い
か

「
早
望
海
霞
辺
」

「
早
に
海
霞
の
辺
を
望
む
」

０１
四
明
三
千
里

四
明

三
千
里

せ
き
じ
ょ
う

０２
朝
起
赤
城
霞

朝
に
起
こ
る

赤
城
の
霞

こ
う
こ
う

０３
日
出
紅
光
散

日
出
で
て

紅
光
散
じ

ぶ
ん
き

せ
つ
が
い

０４
分
輝
照
雪
崖

分
輝

雪
崖
を
照
ら
す

い
っ
さ
ん

け
い
え
き

の

０５
一
餐
嚥
瓊
液

一
餐

瓊
液
を
嚥
み

ご
な
い

き
ん
さ

０６
五
内
発
金
沙

五
内

金
沙
を
発
す

０７
挙
手
何
所
待

挙
手

何
の
待
つ
所
ぞ

０８
青
龍
白
虎
車

青
龍

白
虎
の
車

９

李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩

―
―
自
由
な
魂
へ
の
飛
翔
（
一
）



題
に
「
早
に
海
霞
の
辺
を
望
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
大
海
が
意
識
さ
れ

る
。
越
の
四
明
山
、
天
台
山
は
海
に
比
較
的
近
い
。
頂
上
よ
り
現
実
に
海
が
見
え
る

か
ど
う
か
よ
り
も
、
絵
図
に
臨
海
の
山
系
と
し
て
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
李
白

の
想
像
力
を
大
い
に
奔
騰
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
李
白
は
、
前
詩
で
四

明
山
を
天
台
山
系
の
北
東
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
と
は

対
照
的
に
、
四
明
山
を
南
方
の
赤
城
山
ま
で
連
な
る
山
系
と
し
て
大
き
く
捉
え
て
い

る
。
実
際
に
は
、
二
つ
の
山
に
は
相
当
の
隔
た
り
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
李
白

は
お
そ
ら
く
絵
図
の
上
で
隣
接
す
る
山
と
し
て
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
た

孫
綽
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」
の
遺
産
の
継
承
で
あ
る
。
０３
〜
０４
「
太
陽
が
昇
り
く
る

と
、
そ
の
光
が
霞
に
照
り
映
え
、
さ
ら
に
分
散
し
た
光
は
照
ら
す
よ
、
雪
の
積
も
る

四
明
山
の
崖
を
」。
こ
れ
は
東
海
か
ら
上
っ
て
く
る
旭
光
の
神
々
し
さ
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
。

詩
の
後
半
部
は
、
仙
人
に
な
る
た
め
の
服
薬
、
お
よ
び
仙
界
へ
の
飛
翔
の
夢
想
が

つ
づ
ら
れ
る
。
０５
〜
０６
「
輝
く
玉
の
液
を
飲
み
下
す
な
ら
、
わ
が
体
内
に
黄
金
の
砂

を
醸
成
す
る
こ
と
で
き
よ
う
ぞ
」
と
、
心
身
の
軽
く
な
っ
た
李
白
は
、
０８
「
青
龍
・

白
虎
の
車
」
に
乗
り
、
神
仙
世
界
を
飛
び
巡
ろ
う
と
す
る
。「
海
霞
の
辺
」
の
聖
山

と
い
う
、
ま
こ
と
に
神
秘
色
の
た
だ
よ
う
仙
界
よ
り
天
界
に
上
る
こ
と
を
夢
想
す
る

の
で
あ
る
。
以
上
、
天
宝
元
載
頃
の
天
台
山
に
遊
ぶ
一
連
の
詩
に
は
、
李
白
の
純
真

な
心
情
か
ら
仙
界
へ
の
思
い
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
李
白
の
道
教
信
仰
の
内
実
を
探
っ
て
み

（
１２
）

た
い
。
宗
教
が
人
間
と
神
と
の

間
に
交
わ
さ
れ
る
精
神
的
な
体
験
で
あ
る
こ
と
は
、
中
国
の
道
教
も
例
外
で
は
な

い
。
た
だ
道
教
の
場
合
は
、
神
と
の
深
い
交
流
を
経
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
経
験
を
、

心
身
全
体
に
及
ぼ
す
こ
と
で
各
種
の
束
縛
か
ら
解
脱
し
て
、
自
己
自
身
が
究
極
的
な

実
在
と
な
り
、
不
老
長
生
を
得
た
り
成
仙
と
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
、
現
世
的
宗
教

色
が
強
い
。
け
れ
ど
も
、
も
し
肉
体
的
生
命
の
欲
求
を
満
た
す
だ
け
な
ら
、
宗
教
的

な
迷
妄
に
走
り
俗
な
境
地
に
落
ち
、
人
間
の
高
貴
さ
を
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴

代
皇
帝
が
道
教
を
借
り
て
、
不
老
長
寿
を
か
な
え
享
楽
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と

や
、
庶
民
が
金
儲
け
に
奔
走
し
愉
悦
を
求
め
る
こ
と
な
ど
、
道
教
に
は
た
し
か
に
現

世
的
に
神
仙
を
利
用
す
る
と
い
う
面
も
あ
る
。
ま
た
そ
の
祭
礼
の
特
色
と
し
て
、
荒

唐
無
稽
な
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
捉
え
る
と
道
教
の
大
切
な

面
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。

我
々
は
そ
う
し
た
議
論
か
ら
は
距
離
を
お
い
て
、
道
教
の
本
質
を
し
っ
か
り
押
さ

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
道
教
と
は
、
深
層
意
識
に
お
け
る
生
命
の
神
秘

的
な
体
験
を
重
視
し
、
あ
る
一
定
期
間
、
俗
世
を
離
れ
て
山
林
な
ど
に
住
ま
い
、
心

身
と
も
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
で
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
い
気
分

を
持
続
し
、
心
の
救
済
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
角
度
を
変
え
て

い
え
ば
、
人
間
世
界
の
論
理
に
よ
る
価
値
観
か
ら
、
自
然
の
悠
久
の
秩
序
の
も
と
で

生
き
る
自
身
へ
と
転
向
す
る
こ
と
に
よ
り
、
純
潔
な
命
の
あ
り
よ
う
に
至
ら
し
め
る

も
の
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
地
上
に
お
け
る
身
体
の
愉
楽
が
、

死
後
の
生
き
方
へ
と
そ
の
ま
ま
連
続
し
て
い
く
。
一
方
、
西
洋
の
考
え
で
は
、
霊
魂

は
肉
体
に
勝
る
と
い
う
観
念
が
支
配
的
で
、
地
上
で
は
も
っ
ぱ
ら
霊
魂
の
救
済
に
向

け
て
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
。
つ
ま
り
西
洋
で
は
霊
と
肉
は
截
然
と
分
離
さ

れ
、
ま
た
神
と
人
も
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
道
教
で
は
霊
と
肉
は
一
体
で
あ

り
、
ま
た
神
と
人
は
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
が
明
確
に
な

る
の
は
、
李
白
を
玄
宗
に
推
薦
し
た
道
士
呉
�（
？
〜
七
七
八
）の
長
大
な
論
文
「
神

仙
可
学
論
」（『
全
唐
文
新
編
』
巻
九
二
六

吉
林
文
史
出
版
社

二
〇
〇
〇
）に
お
い
て
で

あ
る
。
神
塚
氏
も
論
ず
る
よ

（
１３
）

う
に
、
呉
�
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
肉
体
は
宇
宙
と
同
じ

生
成
過
程
を
経
て
構
成
さ
れ
る
と
す
る
。

積
虚
而
生
神
、
神
用
孕
気
。
気
凝
而
漸
著
、
累
著
而
成
形
。
形
立
神
居
、
乃

為
人
矣
。

は
た
ら

虚
を
積
み
て
神
を
生
じ
、
神
用
き
て
気
を
孕
む
。
気
凝
り
て
漸
く
著
わ
れ
、

加

藤

国

安

１０



著
を
累
ね
て
形
を
成
す
。
形
立
ち
神
居
り
て
、
乃
ち
人
と
為
る
。

呉
�
の
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
人
は
根
元
的
に
「
神
」
と
通
じ
て
い
る
の
で
あ

り
、「
神
」
と
一
体
化
す
る
こ
と
を
内
在
化
さ
せ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
人
間

の
生
成
の
過
程
を
逆
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
き
、
肉
体
の
中
の
陰
陽
二
気
を
修
練
に
よ

っ
て
純
化
し
て
い
け
ば
、
も
と
の
「
神
」
に
帰
一
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
の
根
源
へ
の
復
帰
が
そ
の
ま
ま
神
仙
に
つ
な
が
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
り
、
儀
式
的
な
祭
祀
や
道
術
的
な
肉
体
錬
成
よ
り
も
、
む
し
ろ
精
神
の

修
養
を
重
視
し
た
立
場
で
あ
る
。

ま
た
呉
�
「
玄
綱
論
」（
同
上
）
に
よ
れ
ば
、

生
我
者
道
也
、
滅
我
者
情
也
。
情
亡
則
性
全
、
性
全
則
形
全
。
形
全
則
気

全
、
気
全
則
神
全
。
神
全
則
道
全
、
道
全
則
神
王
。
神
王
則
気
霊
、
気
霊
則
神

超
。
神
超
則
性
徹
、
性
徹
則
反
復
通
流
、
与
道
為
一
。
可
使
有
為
無
、
実
為

虚
、
与
造
物
者
為
儔
矣
。

我
を
生
か
す
は
道
な
り
、
我
を
滅
す
は
情
な
り
。
情
亡
べ
ば
則
ち
性
全
く
、

こ
こ
ろ

性
全
け
れ
ば
則
ち
形
全
し
。
形
全
け
れ
ば
則
ち
気
全
く
、
気
全
け
れ
ば
則
ち
神

お
う

全
し
。
神
全
け
れ
ば
則
ち
道
全
く
、
道
全
け
れ
ば
則
ち
神
王
た
り
。
神
王
た
れ

こ
こ
ろ

ば
則
ち
気
霊
に
し
て
、
気
霊
な
れ
ば
則
ち
神
超
え
た
り
。
神
超
え
た
れ
ば
則

ち
性
徹
し
、
性
徹
す
れ
ば
則
ち
反
復
し
て
通
流
し
、
道
と
一
を
為
す
。
有
を
し

ひ
と

て
無
と
為
し
、
実
を
し
て
虚
と
為
せ
し
む
べ
く
ん
ば
、
造
物
な
る
者
と
儔
し
き

を
為
す
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
修
養
に
よ
り
有
無
・
虚
実
の
間
を
超
越
し
、
神
仙
に
到

ら
ん
と
す
る
論
を
柱
と
す
る
呉
�
と
親
交
の
あ
っ
た
李
白
だ
が
、
彼
の
作
品
に
は
、

え
だ

よ

し
ゅ
じ
つ

き
ん
こ
つ

「
天
台
曉
望
」
の
１３
・
１４
句
「
條
に
攀
ぢ
て

朱
実
を
摘
み
／
薬
を
服
し

金
骨
を

か
い
か

い
っ
さ
ん

け
い
え
き

の

ご
な
い

錬
る
」、「
早
に
海
霞
の
辺
を
望
む
」
の
０５
・
０６
句
「
一
餐

瓊
液
を
嚥
み
／
五
内

き
ん
さ

金
沙
を
発
す
」
な
ど
、
服
薬
へ
の
言
及
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
呉
�
の

思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

李
白
は
た
し
か
に
服
薬
に
よ
る
肉
体
的
錬
成
も
試
み
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
、

す
ず

嗽
之
以
瓊
液

之
を
嗽
が
し
む
る
に

瓊
液
を
以
て
し

じ

餌
之
以
金
砂

之
に
餌
せ
し
む
る
に

金
砂
を
以
て
す

（「
寿
山
に
代
わ
り
て
孟
少
府
の
移
文
に
答
う
る
書
」）

な
ど
は
、
李
白
の
そ
う
し
た
一
面
を
示
す
。
ま
た
李
白
は
煉
丹
も
行
っ
た
よ
う
だ

が
、
い
ず
れ
も
成
功
し
て
は
お
ら
ず
、
お
お
む
ね
は
願
望
の
域
に
と
ど
ま
っ
た
と
理

解
さ

（
１４
）

れ
る
。
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
李
白
の
多
く
の
夢
想
的
な
作
品

こ
こ
ろ

は
た
ら
き

は
、
煉
丹
の
助
力
を
借
り
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
己
の
内
な
る
「
神
の
用
」
を

介
し
て
神
仙
を
夢
想
し
、「
造
物
」
と
等
し
く
あ
ろ
う
と
す
る
彼
の
想
念
の
産
物
と

見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
李
白
は
主
と
し
て
豊
か
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
詩
を
介

し
て
、
神
仙
に
至
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
そ
の
根
底
に
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

ひ
と

は
呉
�
の
精
神
修
養
に
よ
っ
て
「
神
仙
、
学
ぶ
べ
し
」「
造
物
な
る
者
と
儔
し
き
を

為
す
」
と
す
る
考
え
と
同
主
旨
の
も
の
と
解
さ
れ
る
。

四

宮
廷
放
逐
後
の
李
白
と
山

李
白
は
蒼
生
を
済
い
、
社
稷
を
安
ん
ず
る
努
力
を
し
た
け
れ
ど
も
、
天
宝
二
載
の

呉
�
の
追
放
に
続
き
、
天
宝
三（
七
四
四
）載
、
権
貴
ら
に
憎
ま
れ
て
、
つ
い
に
宮
廷

を
放
逐
さ
れ
る
に
到
る
。
こ
の
時
の
政
治
的
挫
折
は
、
李
白
の
心
に
深
い
傷
跡
を
残

す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
数
年
間
は
、
第
三
期
の
道
教
詩
に
分
類
さ
れ
る
。
ち
な

１１

李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩

―
―
自
由
な
魂
へ
の
飛
翔
（
一
）



み
に
、
李
白
を
玄
宗
に
推
挙
し
た
呉
�
の
追
放
先
は
、
嵩
山
の
道
観
だ
っ
た
。

天
宝
三
載
、
朝
廷
を
追
放
さ
れ
た
李
白
は
太
白
峰
に
登
っ
た
。

「
登
太
白
峰
」

「
太
白
峰
に
登
る
」

西
上
太
白
峰

西
の
か
た

太
白
峰
に
上
り

夕
陽
窮
登
攀

夕
陽

登
攀
を
窮
む

太
白
与
我
語

太
白

我
と
語
り

て
ん
か
く

為
我
開
天
関

我
が
為
に

天
関
を
開
く

れ
い
ふ
う

願
乗
�
風
去

願
わ
く
は

�
風
に
乗
じ
て
去
り

直
出
浮
雲
間

直
ち
に
浮
雲
の
間
を
出
で
ん

挙
手
可
近
月

手
を
挙
ぐ
れ
ば

月
に
近
づ
く
べ
く

前
行
若
無
山

前
行
す
れ
ば

山
無
き
が
若
し

ぶ
こ
う

一
別
武
功
去

一
別

武
功
を
去
れ
ば

何
時
復
更
還

何
れ
の
時
か

復
た
更
に
還
ら
ん

―
―
西
の
方
角
の
太
白
山
に
登
り
、
夕
陽
の
中
を
や
っ
と
頂
上
に
着
い
た
。
太
白

星
が
余
に
話
し
か
け
、
余
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
天
の
関
所
を
開
き
た
も
う
。
願
わ
く

は
軽
や
か
な
風
に
乗
り
、
ま
っ
す
ぐ
た
だ
よ
う
雲
の
間
を
く
ぐ
り
抜
け
ん
。
手
を
挙

げ
れ
ば
、
今
に
も
月
に
届
き
そ
う
。
前
に
進
め
ば
、
山
に
突
き
当
た
る
こ
と
も
な

し
。
ひ
と
た
び
こ
の
武
功
の
地
を
去
り
、
天
の
仙
人
と
な
っ
た
な
ら
も
う
い
つ
帰
還

す
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
ぞ
。
―
―

制
作
年
代
は
、
開
元
十
八
年（
安
旗
説
）な
ど
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
長
安
追
放

後
、
つ
ま
り
政
治
へ
の
失
望
か
ら
太
白
峰
に
登
っ
た
と
い
う
立
場
を
取
る
。
朝
廷
を

追
放
さ
れ
た
後
、
李
白
に
は
重
苦
し
い
も
の
が
の
し
か
か
っ
て
い
た
が
、
山
に
登
れ

て
ん
が
い

ば
迷
い
や
苦
し
み
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
第
四
句
「
天
関
を
開
く
」

ど
う
て
ん

せ
き
せ
ん

こ
う
ぜ
ん

は
、
後
の
「
夢
に
天
姥
に
遊
ぶ
」
詩
の
「
洞
天

石
扇
／
	
然
と
し
て
中
よ
り
開

ど
う
も
ん

せ
き

く
」
に
直
結
す
る
句
だ
。
ま
た
前
掲
の
「
太
山
に
遊
ぶ
」
其
一
に
も
、「
洞
門

石

せ
ん

う
ん
ら
い

扇
を
閉
じ
／
地
底

雲
雷
を
興
す
」
と
あ
る
か
ら
、
李
白
が
い
か
に
洞
府
や
「
天

関
」
の
扉
を
開
け
て
、
そ
の
中
の
未
知
の
世
界
へ
入
っ
て
み
た
か
っ
た
か
が
窺
え

る
。
扉
の
向
こ
う
に
は
、
ど
ん
な
世
界
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
へ
の
豊
か
な
夢
想
は
言

葉
を
欲
し
、
自
ず
か
ら
語
り
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
魅
惑
の
世
界
へ
の
夢
想

が
、
ピ
ュ
ア
な
李
白
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
、
新
し
い
詩
的
霊
感
を
湧
出
さ
せ
る
の

だ
。
が
、
ま
だ
こ
こ
で
は
腐
敗
し
た
政
治
へ
の
怒
り
は
自
制
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
李
白
は
、
梁
宋
や
斉
魯
地
方
を
回
り
杜
甫
や
高
適
と
遊
ん
だ
。
そ
の
折
の
詩

か
ら
上
げ
て
み
る
。

め
い
こ
う
か

じ
ゅ
う
お
う
せ
い

ご
が
い
さ
ん
き
ょ

「
鳴
皐
歌

奉
餞
従
翁
清
帰
五
�
山
居
」「
鳴
皐
歌

従
翁
清
の
五
�
山
居
に

は
な
む
け

帰
る
を
餞
し
奉
る
」

お
も

さ
く

め
い
こ
う
む

り

か
え

憶
昨
鳴
皐
夢
裏
還

憶
う

昨

鳴
皐
夢
裏
よ
り
還
り

そ
げ
つ

ろ
う

せ
い
た
ん

か
ん

手
弄
素
月
清
潭
間

手
に
素
月
を
弄
す

清
潭
の
間

そ

ち
ん
せ
き

へ
き
ざ
ん

あ
ら

覚
時
枕
席
非
碧
山

覚
む
る
時

枕
席

碧
山
に
非
ず

そ
ば
だ

せ
い
ぼ
う

し
ん
か
ん

へ
だ

側
身
西
望
阻
秦
関

身
を
側
て
て

西
望
す
れ
ば

秦
関
を
阻
つ

…

…
せ
い
し
ょ
う

き

こ
ど
う

青
松
来
風
吹
古
道

青
松

風
来
た
り
て

古
道
を
吹
き

り
ょ
く
ら

え
ん
そ
う

緑
蘿
飛
花
覆
烟
草

緑
蘿

花
を
飛
ば
し
て

烟
草
を
覆
う

…

…
め
い
こ
う

び
ぼ
う

い
ず

と
こ
ろ

あ

鳴
皐
微
茫
在
何
処

鳴
皐

微
茫

何
れ
の
処
に
か
在
る

ご
が
い

き
ょ
う
す
い

し
ょ
う
ろ

五
�
峡
水
横
樵
路

五
�
の
峡
水

樵
路
に
横
た
わ
る

ひ
ら

す
い
う
ん

き
ゅ
う

身
披
翠
雲
裘

身
は
披
く

翠
雲
の
裘

し
え
ん

袖
払
紫
烟
去

袖
は
紫
烟
を
払
う
て
去
る

め
い
こ
う

―
―
思
う
に
昨
日
、
鳴
皐
山（
河
南
省
伊
陽
県
）よ
り
帰
る
夢
を
見
た
。
夢
の
中
で

加

藤

国

安

１２



自
分
は
、
清
ら
か
な
淵
に
映
る
白
い
月
影
を
手
で
楽
し
ん
で
い
た
。
夢
か
ら
覚
め
て

あ
っ
と
驚
い
た
。
い
つ
の
間
に
か
こ
こ
は
寝
室
で
、
か
の
青
山
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
。
ど
ん
な
に
背
伸
び
し
、
西
を
見
て
も
函
谷
関
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
そ
の
姿
は
望
め

な
い
。
…
鳴
皐
山
の
風
景
は
如
何
と
い
え
ば
、
青
い
松
に
誘
わ
れ
た
風
が
、
古
い
道

路
を
吹
き
す
ぎ
た
り
、
緑
の
蘿
か
ら
飛
ん
で
舞
う
花
が
、
煙
っ
た
よ
う
な
草
の
上
お

お
っ
た
り
。
…
け
れ
ど
、
そ
の
鳴
皐
山
は
ど
こ
に
あ
る
の
や
ら
ぼ
ん
や
り
と
。
叔
父

り
せ
い

ご
が
い

李
清
の
隠
棲
す
る
五
�（
鳴
皐
山
中
に
あ
る
渓
谷
）に
は
、
樵
の
道
が
通
じ
て
い
よ
う
。

叔
父
上
は
今
後
、
五
�
の
地
で
身
に
は
雲
な
す
皮
衣
を
着
け
、
袖
か
ら
は
煙
が
立
ち

立
ち
こ
め
る
、
そ
ん
な
生
活
な
さ
る
の
で
ご
ざ
ろ
う
。
―
―

天
宝
四
載
、
梁
園
で
作
っ
た
詩（
�
�
な
ど
の
説
）。
夢
で
鳴
皐
山
に
行
っ
た
が
、

夢
か
ら
覚
め
て
み
る
と
あ
た
り
は
す
っ
か
り
違
っ
て
い
た
。
夢
の
世
界
を
も
う
一
度

思
い
出
し
て
み
る
と
…
、
と
い
う
ふ
う
に
詩
は
展
開
し
て
い
く
。
夢
で
名
山
を
見
、

そ
し
て
夢
か
ら
覚
め
る
と
い
う
こ
の
発
想
は
、
翌
年
の
「
夢
に
天
姥
に
遊
ぶ
」
詩
の

た

こ
う
ら
い

「
惟
だ
覚
む
る
時
の
枕
席
の
／
向
来
の
煙
霞
を
失
う
を
」
と
同
一
の
構
成
で
あ
る
。

た
だ
後
者
の
方
が
夢
か
ら
の
離
脱
感
、
崩
落
感
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
鳴
皐

歌
」
に
お
け
る
夢
の
抜
け
殻
の
深
化
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
な
お
安
旗
説
で
は
、

本
詩
を
天
宝
十
載
の
作
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、「
夢
に
天
姥
に
遊
ぶ
」
詩
の
方
が
、

こ
の
詩
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
取
ら
な
い
。

同
じ
天
宝
四
載
、
李
白
は
ま
す
ま
す
道
教
へ
の
思
い
を
深
く
す
る
。

そ
も
そ

抑
予
是
何
者

抑
も
予
は

是
れ
何
者
ぞ

身
在
方
士
格

身
は
在
り

方
士
の
格
に

才
術
信
縦
横

才
術

信
に
縦
横
た
り

け
い
て
き

世
途
自
軽
擲

世
途

自
ら
軽
擲
す

吾
求
仙
棄
俗

吾
は
仙
を
求
め

俗
を
棄
て

さ
と

君
暁
損
勝
益

君
は
損
の
益
に
勝
る
を
暁
る

不
向
金
闕
遊

金
闕（＝

朝
廷
）の
遊
び
に
向
か
わ
ず

思
為
玉
皇
客

玉
皇（＝

道
教
の
天
帝
）の
客
と
為
る
を
思
う

た
い
か
ん

は
じ

（「
大
還（
仙
薬
の
意
）を
草
め
て
創
り
柳
官
迪
に
贈
る
」）

こ
こ
で
李
白
は
、「
俗
を
棄
て
」「
仙
を
求
め
ん
」
こ
と
を
宣
言
す
る
。
か
く
て
天

宝
五
載
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
一
連
の
遊
仙
表
現
を
集
大
成
し
て
、
名
作
「
夢
に
天

姥
に
遊
ぶ
」
詩
が
誕
生
す
る
。

注

（
１
）
葛
兆
光
著
『
道
教
と
中
国
文
化
』（
東
方
書
店

一
九
九
三
）

（
２
）
天
台
宗
に
関
す
る
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
近
刊
の
著
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

�
藤
善
真
澄
・
王
勇
『
天
台
の
流
伝
』（
山
川
出
版
社

一
九
九
七
）

な
お
王
勇
先
生
は
、
現
在
、
杭
州
大
学
日
本
文
化
研
究
所
所
長
で
、
今
回
お
目
に

か
か
り
学
術
交
流
を
行
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

�
潘
桂
明
・
呉
忠
偉
『
中
国
天
台
宗
通
史
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
一
）

�
董
平
『
天
台
宗
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
）

（
３
）
李
白
と
道
教
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
論
文
を
参
照
。
が
、
天
台
山
や
天
姥
山
に

つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
で
は
な
い
。

�
葛
景
春
「
壺
中
別
有
日
月
天
―
李
白
与
道
教
」（『
李
白
学
刊
』
第
二
輯

上
海
三
聯

書
店

一
九
八
九
）

こ
の
葛
論
文
は
、
李
白
と
道
教
の
関
わ
り
を
四
期
に
分
け
て
捉
え
て
い
る
が
、
拙

論
で
は
五
期
に
分
け
さ
ら
に
詳
し
く
論
じ
た
。

�
羅
宗
強
「
李
白
的
神
仙
道
教
信
仰
」（『
中
国
李
白
研
究
』
一
九
九
一
年
集

江
蘇
古

籍
出
版
社

一
九
九
三
）

�
薛
天
緯
「
道
教
与
李
白
之
精
神
自
由
」（
二
〇
世
紀
李
白
研
究
論
文
精
選
集

太
白
文

芸
出
版
社

二
〇
〇
〇
）

ま
た
李
白
の
年
譜
は
諸
説
が
あ
る
が
、
昨
年
逝
去
さ
れ
た
松
浦
友
久
先
生
の
『
李
白
詩

選
』（
岩
波
文
庫

一
九
九
八
）
付
録
に
よ
っ
た
。
松
浦
先
生
に
は
、
二
〇
〇
一
年
の
日
本

１３

李
白
の
天
台
山
・
天
姥
山
の
詩

―
―
自
由
な
魂
へ
の
飛
翔
（
一
）



中
国
学
会
（
於
福
岡
大
学
）
で
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
い
ろ
い
ろ
ご
教
示

を
得
た
く
思
っ
て
い
た
が
、
ま
こ
と
に
残
念
の
き
わ
み
で
あ
る
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
４
）
郁
賢
皓
「
李
白
与
元
丹
丘
游
考
」（『
李
白
叢
考
』
陝
西
人
民
出
版
社

一
九
八
二
）

百
頁
に
よ
る
。

（
５
）
同
右
。

（
６
）
神
塚
淑
子
「
呉
�
の
生
涯
と
思
想
」（『
東
方
宗
教
』
５４

一
九
七
九
）。
た
だ
し
、
李

白
の
詩
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
い
。

（
７
）
前
掲
注
（
４
）
の
郁
賢
皓
論
文
。

（
８
）
長
谷
川
滋
成
「
詳
解

孫
綽
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
并
び
に
序
」」（『
東
晋
の
詩
文
』
渓

水
社

二
〇
〇
二
）
は
詳
細
な
訳
注
で
あ
る
。

（
９
）
吉
川
忠
夫
「
唐
代
巴
蜀
に
お
け
る
仏
教
と
道
教
」（『
唐
代
の
宗
教
』
朋
友
書
店

二

〇
〇
〇
）

（
１０
）
南
宋
の
李
庚
（
紹
興
十
五
年

一
一
四
五
の
進
士
）
に
総
集
『
天
台
集
』（「
四
庫
全

書
珍
本
初
集
」
所
収
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
後
に
増
修
さ
れ
て
、
全
十
三
巻
、
千

五
百
余
首
と
い
う
天
台
山
に
ま
つ
わ
る
膨
大
な
作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
方
山
「『
天

台
集
』
―
天
台
山
現
存
第
一
部
詩
歌
総
集
」（『
東
南
文
化
』
八
二
期
六
号

一
九
九
〇
）

を
参
照

（
１１
）
孟
浩
然
の
天
台
山
詩
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

（
１２
）
神
塚
淑
子
「
中
国
宗
教
思
想
の
特
質
―
祭
祀
と
祈
祷
」（
岩
波
講
座
『
中
国
宗
教
思

想
』
１

一
九
九
〇
）
や
、
汪
涌
豪
・
�


敏
『
中
国
遊
仙
文
化
』（
鈴
木
博
訳

青
土

社

二
〇
〇
〇
）
第
六
章
「
遊
仙
文
化
の
意
義
」
な
ど
を
参
照
。

（
１３
）
前
掲
の
神
塚
氏
の
二
論
文
を
参
照
。

（
１４
）
前
掲
の
羅
宗
強
「
李
白
的
神
仙
道
教
信
仰
」（『
中
国
李
白
研
究
』）
を
参
照
。

※

李
白
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
使
用
し
た
。

�『
李
太
白
全
集
』（
清
・
王
�
注

中
華
書
局

一
九
七
七
）

�『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』（
安
旗
主
編

巴
蜀
書
社

一
九
九
二
）

�『
李
白
全
集
校
注
匯
釈
集
評
』（
�
�
主
編

百
花
文
芸
出
版
社

一
九
九
六
）

付

記な
お
小
論
は
、
平
成
十
四
年
度
科
研
費
「
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼
」（
代
表
、
愛
媛
大

学
教
授

内
田
九
州
男
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
二
日
受
理
）

加

藤

国

安

１４


